
「観光まちづくり課（観光協会提供）」 

○11月観光情報 

【光の花の庭 フラワーファンタジー2022】 

関東最大級500万球を超えるイルミネーションに彩られた幻想の世界。 

夜景観光士が選ぶイルミネーションランキングでは6年連続で全国１位に輝きました。 

100,000㎡の園内に500万球を超えるイルミネーションが瞬き、訪れる方々に毎年心温まる 

感動を与えています。 

「光のバラ園」や「光の睡蓮」がパーク内を華やかに彩り、「光と花に彩られた幻想的なお城・ 

フラワーキャッスル」もその鮮やかかつ繊細な光で訪れた人たちに大きな感動を与えます。 

神秘的な大藤棚も花びら一枚一枚をイルミネーションで再現しており、その美しさに、期間中 

は連日ＳＮＳ等への写真の投稿が相次ぎます。 

日  時：10月15日（土）～２月14日（火） 

(平日)午後４時30分～午後８時30分 （予定） 

(土・日・祝)午後４時30分～午後９時 （予定） 

場  所：あしかがフラワーパーク（迫間町） 

料  金：(夜間料金) 大人1,200円、小人600円 （予定） 

交  通：ＪＲ両毛線あしかがフラワーパーク駅より徒歩で３分 

東武伊勢崎線足利市駅より車で約30分 

（当面の間、シャトルバスの運行は休止となっております） 

北関東自動車道足利ＩＣより車で約15分 

東北自動車道佐野藤岡ＩＣより車で約18分 

 

【足利灯り物語2022】 

まちなかが紅葉や黄葉で美しく色づくころに開催される足利灯り物語。 

史跡足利学校、鑁阿寺、足利織姫神社を中心にモダンな足利銘仙柄の行灯が並べられ、足

利の秋の景色を幻想的に彩ります。 

灯が灯った銘仙柄の行灯に映し出される足利の秋の風景は訪れる方々を夢の世界へと誘

い、昨年も大変ご好評をいただきました。 

今年は開催期間も約３週間と決定。史跡足利学校ではライトアップされた花手水、和傘に加

え、竹灯りも秋の風景に彩りを添えます。 

是非、「足利でしか出会えない秋の景色」をたっぷりとお楽しみください。 

日  時：11月４日（金）～23日（水・祝日）午後５時から午後８時 

場  所：史跡足利学校、足利氏宅跡鑁阿寺、足利織姫神社 

（足利織姫神社では、足利灯り物語2022に先行し、10月22日(土)から社殿へと続く229段の石

段、境内に銘仙行灯を設置。 灯りが灯されます） 

問合先：足利灯りのある街づくり実行委員会事務局（（一社） 足利市観光協会） 
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【物外軒無料開放】 

物外軒は、足利市指定文化財の茶室で、普段は一般開放をしておりませんが、この時期は

無料で参観できます。美しい秋色に染まる庭園の見学も併せてお楽しみください。 

期  間：10月・11月の日曜、祝日（現時点での予定）、 

11月18日（金）・19日（土）※特別公開  午前９時～午後４時  

場  所：物外軒（通６丁目3161-3、織姫公民館裏） 

＜夜間公開＞ 

足利灯り物語2022の一環として庭園をライトアップします。 

期  間：11月18日（金）～20日（日） 午後５時～午後８時  

問合先：足利市教育委員会事務局文化課  ☎０２８４－２０－２２３０ 

 

【第45回足利尊氏公マラソン大会】 

毎年11月第１日曜日開催、足利の歴史や文化、自然を感じながら走る足利尊氏公マラソン

大会。今年は３年ぶりに開催が決定しました。 

足利尊氏公マラソン大会はコースの高低差が10ｍ以内、フラットで好タイムが狙いやすいとラ

ンナーからも好評です。毎年ゲストランナーやあしかが輝き大使をお招きするなどして大会を

盛り上げます。今年の大会をさらに盛り上げてくださるのは、あしかが輝き大使の堀優衣さん

に決まりました。 

健脚自慢の方のみならず、走りながら足利の町並みや風景を楽しまれたい方も是非エントリー

をお待ちしております。 

日 時：11月６日（日）午前８時より開会式 

種 目：ハーフ：先着2000名様、10キロ：先着1500名様、５キロ：先着1000名様 

     ３キロ：先着500名様、３キロペア:先着500組 

場  所：足利ガスグラウンド（足利市総合運動場 陸上競技場） 

問合先：足利尊氏公マラソン大会実行委員会 

（足利市教育委員会事務局 市民スポーツ課内） ☎０２８４－２０－２２３２ 

 

【足利織姫神社秋季例大祭】 

かつて「織物のまち」として栄えた足利市のシンボルともいえる足利織姫神社の秋のお祭り

です。 

織姫山の中腹にあり、朱塗りの美しい神殿が目を引く足利織姫神社は足利の人気スポット

となっており、産業振興や縁結びを願う人たちの姿が絶えません。恋人の聖地並びに日本夜

景遺産にも認定されています。 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、規模を縮小しての開催の場合もございま

す。 

日  時：11月３日（木・祝） （毎年11月３日） 

問合先：足利織姫神社奉賛会事務局（足利織物会館内） ☎０２８４－２２－０３１３ 
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【鑁阿寺秋祭】 

古くから「大日さま」として親しまれている鑁阿寺の秋のお祭りです。 

七五三の晴れ着を着たお子様連れのご家族も多く訪れ、本堂や大銀杏をバックに記念写真

を撮る姿が絶えません。 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、縮小しての開催や中止となることもござい

ます。 

日  時：11月３日（木・祝）・４日（金） （毎年同日開催） 

大護摩 午前10時30分・正午・午後１時30分・午後３時（予定） 

問合先：鑁阿寺 ☎０２８４－４１－２６２７ 

 

【第44回足利繊維まつり】 

「織物の町」として栄えた足利市ならではのイベントです。繊維製品の展示、手染め体験、

布工作小物づくり、ギターコンサートなどが行われる予定です。 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、中止もしくは規模を縮小しての開催の可

能性もございます。 

日  時：11月12日(土) 午前10時～午後４時 

場  所：足利織物会館２階伝承館ほか 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅から徒歩で約15分 

ＪＲ両毛線足利駅から徒歩で約15分 

北関東自動車道足利ＩＣより約10分 

問合先：足利繊維まつり実行委員会（足利織物会館） ☎０２８４－２１－１５１１ 

 

【第44回 ＪＡ足利まつり】 

毎年様々なイベントが行なわれ、お子様からご年配の方まで幅広い年齢層の方が集い、大

変賑わうＪＡ足利まつり。現時点では開催の方向で準備が進められており、採れたての農産物

の直売や抽選会が行われる予定で、久しぶりに賑やかな光景が戻ってきそうです。ただ、新

型コロナウイルスの感染状況により、中止や規模を縮小しての開催の可能性もございます。 

日  時：11月５日(土)、６日（日） 両日とも午前９時～午後３時30分 

場  所：ＪＡ足利営農経済センター（上渋垂町） 

     JA足利南支店（上渋垂町） 

     JA足利野菜集出荷センター（上渋垂町） 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅より徒歩約15分 

ＪＲ両毛線足利駅より徒歩約10分 

北関東自動車道足利ＩＣより約10分 

問合先：ＪＡ足利本店 ☎０２８４－４１－７１５１ 

 

【恵比寿講】 

開運や商売繁盛を願う人々で毎年11月19日・20日に大変な賑わいをみせる恵比寿講。参

道の両側には名物の「おたから市」の店が軒を連ね、景気のよい声で客引き合戦を演じます。

境内ではお神楽が行なわれ、「えびす」「ひょっとこ」が笛・太鼓に合わせて踊り、それに合わ
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せお客様からは威勢の良いかけ声が飛び交います。 

現在は通常通りの開催を目指し準備が進められていますが、新型コロナウイルス感染症の拡

大状況によっては規模を縮小しての開催の可能性もございます。 

日  時：11月19日（土）・20日（日）（毎年11月19日・20日） 

19日は午前10時から終日、20日は午後３時頃まで 

場  所：西宮神社（西宮町2931） 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅・ＪＲ両毛線足利駅より車で約７分・徒歩で約30分 

北関東自動車道足利ICから約15分 

問合先：西宮神社 ☎０２８４－２１－６７９０  

 

【第39回収穫祭（ココ・ファーム・ワイナリー）】 

晩秋の週末、葡萄畑で出来立てのワインを楽しむ収穫祭は、毎年沢山の人で賑わいます。

スペシャルゲストを招いての演奏会も開かれ、２日間にわたりたくさんのお客様が秋の日差し

の下、ワインを手に思い思いの楽しいひと時を過ごされます。昨年は新型コロナウイルス感染

リスク抑制のためオンライン開催となりましたが、今年は予約制で現地での開催が決定いたし

ました。 

ご予約は９月１日～11月９日の期間で公式オンラインショップやワイナリーのショップなどで行

うことができます。 

申し込み多数の場合は予約の締め切りもございます。 

日  時：１１月19日（土）、20日（日）午前10時～午後3時（開場午前8時30分）雨天決行 

場  所：ココ・ファーム・ワイナリー こころみ学園の葡萄畑（田島町611） 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅、ＪＲ両毛線足利駅から収穫祭への会場へは、シャトルバス 

かタクシーなどをご利用ください。 

問合先：ココ・ファーム・ワイナリー ☎０２８４－４２－１１９４ 

 

【釋奠（せきてん）（市指定民俗文化財）】 

史跡足利学校（国指定史跡、日本遺産）で、毎年11月23日に開催される、孔子とその高弟

をまつる儀式です。現在は、東京の湯島聖堂など全国でも数か所だけに残っている大変珍し

い行事です。 

新型コロナウイルス感染症の状況により規模を縮小しての開催の可能性もございます。 

日  時：11月23日（水・祝）午前10時 

場  所：史跡足利学校 孔子廟（昌平町2338）  

交  通：東武伊勢崎線足利市駅より徒歩約15分 

JR両毛線足利駅より徒歩約10分 

北関東自動車道足利ICより約10分 

問合先：史跡足利学校事務所 ☎０２８４－４１－２６５５ 

 

【神迎祭（おかえり）】（詳細未定） 

旧暦10月（神無月）は国内の神々が出雲大社に集まり、旧暦11月１日にそれぞれ国元へお

帰りになります。板倉神社の神様は、出雲大社とは親戚のため、残務整理で一足遅れて、旧
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暦11月初午の夜に帰ってくるといわれ、「神迎祭（おかえり）」が行なわれます。 

夜になると氏子たちは神社に集合してお祓いを受けてから、村のはずれにある大前坂まで神

様をお迎えに行きます。「ダイショ、ダイショ、オムカイショ」と唱えながら賑やかに迎えに行きま

すが、神社に戻るときは一言もしゃべらず帰るのが特徴です。 

また、板倉神社の神様は非常に醜い顔をしているので人間に見られることを嫌い「この時に顔

を見た者は３年以内に死ぬ」との言い伝えがあるため、必ず夜に行われます。 

この神事は足利市の民俗文化財に指定されています。 

なお、現在は開催を予定しておりますが、詳細は今後決定されます。 

日  時：毎年旧暦11月初午の日 

場  所：板倉神社（足利市板倉町436） 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅より車で約15分 

ＪＲ両毛線小俣駅より車で約５分 

北関東自動車道足利ICより約20分 

東北自動車道佐野藤岡ＩＣより約50分 

問合先：板倉神社氏子総代 中島様 ☎０２８４－６３－１７８５ 

※留守の時は留守電に問い合わせ内容を入れてください。 

 

花 情 報  

開花時期は、気候等により若干前後する場合がありますので、お問合せのうえお出かけく

ださい。 

問合先：一般社団法人足利市観光協会 ☎０２８４－４３－３０００ 

足利市観光まちづくり課観光・ロケツーリズム担当 ☎０２８４－２０－２１６５ 

 

【ハ－ブ】 

1,000㎡のハ－ブガ－デンには、様々なハ－ブが育ち、その色と香りが楽しめます。 

時  期：５月～11月頃まで   

場  所：あしかがフラワーパーク（迫間町607） 

 

【すいれん】 

水辺の花の女王・熱帯性スイレン、紅・紫・白等の色鮮やかな花が涼やかに可憐に咲き誇り

ます。 

時  期：熱帯性スイレン（６月下旬～11月下旬） 

場  所：あしかがフラワーパーク（迫間町607） 

 

【アメジストセージ】 

２万株の紫色の花が咲き乱れます。一番の見頃は10月中旬から11月中旬です。 

時  期：10月上旬～11月下旬頃まで 

場  所：あしかがフラワーパーク（迫間町） 

 

【いちょう】 
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樹齢約550年とも、約650年ともいわれる鑁阿寺の大銀杏は、栃木の名木百選に選ばれて

います。高さ30メートルを超えるこの大銀杏全体が黄金色に染まるその姿は圧巻です。鑁阿

寺近くの足利学校や善徳寺の銀杏も見事に色付き、「中世の歴史薫るまち」と言われる足利

の秋に彩りを添えます。 

時  期：11月上旬～11月下旬 

場  所：鑁阿寺（家富町）、史跡足利学校（昌平町）、善徳寺（大町）ほか 

 

【もみじ・紅葉全般】 

織姫公園のもみじ谷では、約1,000本のもみじやユリノキが赤や黄色のコントラストを描き、

その美しさは訪れる人を非日常の世界へと誘います。 

この時期は市内各観光名所で赤や黄色に染まる秋の景色をお楽しみ頂けます。 

時  期：11月上旬～11月下旬（気候により変動があります） 

場  所：足利織姫神社（巴町）、草雲美術館（緑町）、行道山浄因寺（月谷町）、 

名草巨石群（名草上町）ほか 

 

体 験 

【八木節】 

日本三大音頭の一つとされている、足利の郷土芸能「八木節」の公演資料をご覧頂いたり、

実演を楽しんだりしてみませんか。（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事前に

ご連絡をお願い致しております。現在、実演は中止をしております。） 

場  所：八木節会館（福居町580-1） 

内  容：八木節の公演等 

料  金：足利市八木節連合会へご確認ください 

交  通：東武伊勢崎線福居駅より徒歩で約10分 

ＪＲ両毛線足利駅より車で約15分 

北関東自動車道足利ICより約20分 

東北自動車道佐野藤岡ＩＣより約20分 

問合先：足利市八木節連合会 ☎０２８４－７１－１２１４ 

 

また、太平記館では「観光八木節太平記館公演」として、足利市を訪れる観光客に、「八木

節発祥の地・足利」を知っていただき八木節を通じて観光の振興を図るため、足利市八木節

連合会の協力による八木節公演が行われています。 

日  時：４月18日（日）～11月14日（日）の日曜日・祝日 

      午後２時～午後３時 

場  所：太平記館南側駐車場（伊勢町３丁目６-４） 

行  事：八木節公演 

交  通：東武伊勢崎線足利市駅より徒歩で約15分 

ＪＲ両毛線足利駅より徒歩で約10分 

北関東自動車道足利ＩＣより約10分 

問合先：観光八木節実行委員会（足利市観光まちづくり課内） ☎０２８４－２０－２２６４ 


